
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和８年度学校評価 計画

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

教務部

学年主任
ICT

学習到達度等

学校行事・総探、人
権・同和教育、図書

部

生徒指導部
人権・同和教育

生徒会

保健厚生部

生徒会

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進

管理職（教頭）

●特別支援教育の充実
教育相談・特別支

援担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当た
りの年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日の設定（月曜日）と掲示や口頭
による啓発を行う。
・学校行事・学校運営の精選や見直しによる
業務効率化を図る。
・夏季休業中に学校閉庁日（８月７日～１４
日）を設定し、教職員が休暇を取得しやすい環
境を整備する。
・部活動休養日の設定と、部活動の活動方針
に基づいた活動を徹底し、複数顧問のシフト制
を推進する。

・

生徒会
広報・地域連携

・
・
・

・

・

・

教務部
広報・地域連携

★学校の特色・魅力発信の強化と広報活動の
充実

○（学校独自重点取組・任意）
・オンライン高校生説明会の動画の視聴回数
８００回を達成する。
・学校説明・学校PRの機会を年間30回以上
設ける。
・学校からの情報発信を月に４回以上行う。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合７０％以上、教職員の割合９０％以上
にする。

・生徒と協力してし、生徒目線で見やすい動画
を制作する。
・体験入学、中学校訪問、各種学校説明会等
による広報活動を積極的に行う。
・各分掌や学年に呼びかけて、学校発信情報
を収集し、活用する。
・全校集会や学校だより、校内の掲示板等を
活用して、生徒及び教職員にも学校の魅力を
発信する。

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

○地域との関わり・地域貢献活動

○ボランティア活動

○地域行事への参加等

○JR厳木駅や通学路の清掃活動を週１回以
上実施する。また、駅を有意義に使えるよう工
夫をする。
○地域での様々なイベントに年４回参加協力
する機会をつくる。

・生徒会の週一回のあいさつ運動の日に、駅
と通学路の清掃を行う。ボランティア部の活動
で厳木駅清掃を実施する。
・JR佐賀事業部と連携し、清掃活動や駅舎を
維持するため手だてを取る。
・学校に依頼されるボランティアをとりまとめ、
速やかにボランティア募集を行い人員を確保
する。ボランティア部をはじめ、各部活動と連
携し多くの参加者ができるようにする。

・

★唯一無二の誇り高き学校づくり

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

・

●教職員の専門性の向上による教育相談・生
徒支援体制の充実

○生徒がより安心して高校生活を送ることを
目指したプログラムを、１年生全員を対象に実
施する。このプログラムを校内研修として位置
付け、教職員の参観率を80%以上にする。
○特別支援教育や教育相談に関する研修会
を年３回以上実施し、教職員の専門性の向上
を図る。

・九州大学と連携し、生徒同士の「支え合い」や「助
け合い」を促進することを目的とした「ピア・サポー
ト」プログラムを実施する。計６回のプログラムを１年
生4クラスを対象に実施する。その際、教職員の参観
を適宜呼びかける。
・大学等より外部講師を招聘も含め、特別支援教育
や不登校生徒の支援に関する研修会を半期に一度
以上開催する。

・

・

・

○あいさつ運動の推進 ○あいさつを通して、互いを尊重し、良い関係
性を確立できるよう、あいさつ運動を継続す
る。
〇「あいさつを積極的に行っている」と感じる
生徒の数を６０％以上にする。

・登下校時や集会時、授業開始・終了時のあ
いさつを徹底する。
・生徒会役員によるあいさつ運動を週１回実
施する。

・ ・

○部活動の活性化 ○生徒主体の取組を通して、部活動の魅力を
可視化し、参加意欲の向上につなげ加入率を
40％以上にする。

・４月に体験入部１日、部活動見学日を１日設
定し、新入生全員参加を促す。
・総体壮行式等において、部活動の活動様子
を動画で紹介し、部員の意欲向上を図る。

・

○「望ましい生活習慣の形成」 ○規則正しい生活リズムを確立させ、朝食摂
取率を７５％以上にする。「ほとんど食べてい
ない」という生徒を減らす。
○「健康に良い食事をしている」生徒の割合を
８０％以上にする。
○歯垢要治療者、歯肉要治療者を２０％未満
にする。
○歯科受診率を３５％以上にする。

・朝食アンケートを行い、生活習慣、食生活に
ついて振り返り、考えさせる。
・「食育だより」を発行する。
・個別に歯科受診指導を行う。
・学校歯科医と連携し、ブラッシング指導を行
う。

・

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

意見や提言取組内容 成果指標
（数値目標）

実施結果

・◎自らの目標や進路実現に向けた基礎学力の
定着・向上とICTの利活用

○多様な学校設定科目による幅広い進路選
択への対応を行う。
○一人一台端末を用いて学習に取り組む生徒
の割合を9０％以上にする。
○基礎力診断テストの学習到達ゾーン
（GTZ)のD3層を各学年5０％以下にする。

・自らの目標や進路実現にあった科目選択が
できるように、各学年・担任等で面談を行う。
・授業や自主学習でICTを活用し、個に応じた
学習ができるように指導する。
・生徒にD3層の意味を理解させ、基礎力診断
テストを重要な指標とした基礎学力向上を図
る。

・

・

●学力の向上

○生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、主
体的な学びを促し、ほめて伸ばす授業の実践
○指導と評価の一体化を図り、PDCAサイクル
のもと生徒の学習改善はもとより教師の指導
改善を図る

○授業相互参観週間を年間２回設定する（6
月・11月）。
○カリキュラムマネジメントに関する研修を年
間１回以上設定する（10月）。

・生徒の主体的な学びを意識した授業を全教
員が行う。また、参観週間等の機会を用いて、
他の教員の授業を積極的に参観する。
・各教科や「総合的な探究の時間」の単元指
導計画、評価計画に関する研修を計画し、実
施する。

・

●健康・体つくり

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○「いじめや人権侵害について理解できた」と
回答した生徒の割合を90％以上にする。
○いじめ防止等について「組織的対応ができ
ている」と回答した教員を90％以上にする。

・人権・同和教育ホームルームや講演会を実
施し、生徒一人ひとりの人権意識の向上を目
指す。
・いじめの対応についての研修・会議を年間2
回以上実施する。

・ ・

学校名 佐賀県立厳木高等学校

５　重点取組内容・成果指標

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を身に付ける教育活動

◎「他者を思いやることができた」「豊かな心
をはぐくむことができた」と回答した生徒を
80％以上にする

・学校行事や「総合的な探究の時間」において
協働的な学びの場面を多く設定する。
・人権教育、情報モラルに関する授業を実施す
る。

・

・

２ SAGAスクール･

ミッション

学校教育目標

〇 厳木町の地域資源を生かし、生徒の個性や特性に応じたカリキュラム

や体験活動を通して、多様な進路希望の実現を図り、地域や社会に貢献

できる心豊かな人材を育成する。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

・学力の向上については、生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、生徒のやる気と主体性を引き出す授業

を実践するために、教職員一人ひとりが、専門性を高めるための研鑽を継続する。

・心の教育については、情報モラル教育・マナー意識の向上等、積極的に取り組んだが、継続的な取り組

みが必要である。

・教育振興会と連携し、新たな学校の魅力化へ向けて、活動の輪を広げる。

３ スクール・ポリ

シー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

○ 協調性があり、礼儀や態度を重んじ

ることができる生徒

○ 授業や部活動、また生徒会活動やボ

ランティア活動等に意欲的に取り組み、

地域社会の活性化に貢献できる生徒

○ 全ての教科・科目において、一人ひとりの

生徒の個性や特性を尊重するとともに、多様

なものの見かたが養われるような授業を実

践する。

○ 生徒の進路実現を達成するために必要

な主体的な学びの実践や、思考力・判断力・

○ 学校教育活動や地域における活動を通して、

多様な個性や特性を認め合い、他者を思いやる心

を育むとともに、自立した社会人となる基礎を醸成

する。

○ 日々の授業や学校行事及び部活動等に主体

的に取り組もうとする態度や、一人ひとりの個性や

４ 本年度の重点目標

・生徒一人ひとりの個性や特性を尊重し、生徒のやる気

と主体性を引き出す授業の実践、および学習指導要領

に対応した授業力向上と学習評価の工夫

・多様な個性や特性を認め合い、他者を思いやる心の

醸成育成と人権尊重・情報モラル・マナー意識の向上

・学校の強みと魅力発信の強化と広報活動の充実

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


